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砂防事業再評価対象水系位置図

入谷地区地すべり対策事業

此田地区地すべり対策事業
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再評価対象水系一覧表（地すべり対策事業）

費用対効果
水 系 名 事 業 進 捗 状 況 社 会 経 済 情 勢 Ｂ／Ｃ 再評価理由 対応方針

此 田 地 区 此田地区では、各ブロックごと 此田地区地すべりは天竜川水系遠山川支流の小嵐川の右岸に 全体事業 再評価実施後５ 継 続
に地すべり滑動を弱めるための抑 位置し、旧南信濃村は、平成元年以降徐々に人口が減少していま ２．３９ 年経過した事業
制工と、地すべり滑動を押さえ込 すが、 世帯数は維持されており、社会情勢は、事業着手時と変化
むための抑止工を実施している。 していない。地すべり地区の下流側には、観光施設として遠山郷土 残事業

これまでに、Ａブロックでの対 館「和田城」や温泉施設「かぐらの湯」があるほか、国指定の重要 ２．００
策が完了しており、現在、Ｂ、Ｃ 無形民俗文化財である遠山の「霜月祭り」等の伝統芸能もあり、自
ブロックの対策工を継続してい 然豊かな南アルプスとともに重要な観光資源となっている。さらに、
る。 近年では遠山温泉郷を訪れる観光客数が増加し、多くの観光客

（延べ 10 ～ 12 万人/年）が旧南信濃村を訪れる。
流域市町村では、「天竜川上流直轄砂防事業促進期成同盟

会」が組織され、直轄砂防事業による土砂災害対策の要望が
提出されている。

入 谷 地 区 入谷地区では、各ブロックごと 入谷地区地すべりは天竜川水系小渋川上流の鹿塩川支川塩川 全体事業 再評価実施後５ 継 続
に地すべり滑動を弱めるための抑 の左岸に位置し、大鹿村の人口は、減少傾向となっていますが、世 １．２１ 年経過した事業
制工と、地すべり滑動を押さえ込 帯数は維持されており、社会情勢は、事業着手時と変化していな
むための抑止工を実施している。 い。地すべり地区の下流側には、観光施設として鹿塩温泉がある 残事業

これまでに、Ａ、Ｂ、Ｃブロッ ほか、大鹿歌舞伎等の伝統芸能もあり、自然豊かな南アルプスとと １．０４
クでの対策がほぼ完了しており、 もに重要な観光資源となってる。さらに、小渋川流域内を訪れる観
現在、Ｅ、Ｆ、Ｇブロックの対策 光客は、近年増加傾向にあり、多くの観光客（延べ 6 ～ 8 万人/
工を継続している。今後は、未対 年）が大鹿村を訪れる。
策のＤブロックでも対策工を実施 流域市町村では、「天竜川上流直轄砂防事業促進期成同盟
する。 会」が組織され、直轄砂防事業による土砂災害対策の要望が

提出されている。



平成２０年度 継続箇所 砂防事業の評価書（原案）

事 業 名 此田地区（地すべり対策事業）

水系名・河川名 天竜川水系 事業主体 天竜川上流河川事務所

所 在 地 長野県飯田市南信濃八重河内此田地先

事業着手年度 昭和６３年度

再評価実施理由 再評価実施後５年経過した事業

実 施 内 容 地すべり対策事業

全 体 事 業 費 約１１７．７億円

事 業 の 目 的 此田地すべり地区は、中央構造線に隣接しているため、破砕作用・
変成作用を強く受けた大規模な破砕帯地すべりである。崩壊性地すべ
りが発生すると、地すべり地上の人命・財産に壊滅的な被害を及ぼす
だけでなく崩壊した土砂が川をせき止め天然ダムを形成し、その天然
ダムが決壊することにより大土石流が発生し下流の地域中枢機能の壊
滅的被害が予想される。本事業は、国土の保全、地域経済の発展のた
め、これらの被害を未然に防止することを目的とする。

１．事業の必要性
（１）事業をめぐる社会経済情勢等の変化

旧南信濃村の人口は微減少傾向にあるが、地域では、近年、観光拠点整備をして
おり、観光客の数は増加している。地すべりが発生した場合の被害は旧南信濃村の
中心周辺の民家や公共施設に甚大な被害を与えることが想定される。また、旧南信

再 濃村周辺関係市町村からも此田地すべり促進の要望があり、土砂災害防止を目的と
した本事業の必要性について変化はない。

評 （２）事業の投資効果
Ｂ／Ｃ（全体事業）＝土砂流出による被害軽減額／計画全体事業費

＝２７４．２億円／１１４．８億円＝２．３９
価 Ｂ／Ｃ（残事業） ＝土砂流出による被害軽減額／計画残事業費

＝ ７４．６億円／ ３７．３億円＝２．００

の （３）事業の進捗状況
事業費換算で約６１％である。

概 ２．事業の進捗の見込み
これまでに、Ａブロックでの対策が完了しており、現在、Ｂ、Ｃブロックの対策

工を継続している。ほぼ順調に整備が進んでおり、大きな支障となる事項はない。
要 今後も計画的に事業の進捗を図る見込みである。

３．コスト縮減や代替案立案等の可能性
工法や施設配置を見直すなどして、コスト縮減に努める。

○対応方針
本事業は継続する。



平成２０年度 継続箇所 砂防事業の評価書（原案）

事 業 名 入谷地区（地すべり対策事業）

水系名・河川名 天竜川水系 事業主体 天竜川上流河川事務所

所 在 地 長野県下伊那郡大鹿村入谷地先

事業着手年度 昭和６３年度

再評価実施理由 再評価実施後５年経過した事業

実 施 内 容 地すべり対策事業

全 体 事 業 費 約１２２．０億円

事 業 の 目 的 入谷地すべり地区は、中央構造線に隣接しているため、破砕作用・
変成作用を強く受けた大規模な破砕帯地すべりである。崩壊性地すべ
りが発生すると、地すべり地上の人命・財産に壊滅的な被害を及ぼす
だけでなく崩壊した土砂が川をせき止め天然ダムを形成し、その天然
ダムが決壊することにより大土石流が発生し下流の地域中枢機能の壊
滅的被害が予想される。本事業は、国土の保全、地域経済の発展のた
め、これらの被害を未然に防止することを目的とする。

１．事業の必要性
（１）事業をめぐる社会経済情勢等の変化

大鹿村の人口は微減少傾向にあるが、村では、近年、観光拠点整備をしており、
観光客の数は増加している。地すべりが発生した場合の被害は大鹿村の中心周辺の
民家や公共施設に甚大な被害を与えることが想定される。また、大鹿村周辺関係市

再 町村からも入谷地すべり促進の要望があり、土砂災害防止を目的とした本事業の必
要性について変化はない。

評 （２）事業の投資効果
Ｂ／Ｃ（全体事業）＝土砂流出による被害軽減額／計画全体事業費

＝１５１．５億円／１２５．７億円＝１．２１
価 Ｂ／Ｃ（残事業） ＝土砂流出による被害軽減額／計画残事業費

＝ １７．８億円／ １７．２億円＝１．０４

の （３）事業の進捗状況
事業費換算で約８２％である。

概 ２．事業の進捗の見込み
これまでに、Ａ、Ｂ、Ｃブロックでの対策がほぼ完了しており、現在、Ｅ、Ｆ、

Ｇブロックの対策工を継続している。今後は、未対策のＤブロックでも対策工を実
要 施します。ほぼ順調に整備が進んでおり、大きな支障となる事項はない。今後も計

画的に事業の進捗を図る見込みである。

３．コスト縮減や代替案立案等の可能性
工法を見直すなどして、コスト縮減に努める。

○対応方針
本事業は継続する。



地すべりとは？地すべりとは？

・ 地すべりとは、地下水の影響によって斜面の土塊が、
ゆっくりと下方に移動する現象です。

・ がけ崩れと比べ、土砂の移動範囲が大きいため、人家

や公共施設に大きな被害を及ぼします。被害には直接
被害と間接被害があります。

間接被害
地すべり土塊が河川に流入
することによって起こる被害

直接被害
地すべり地内の被害



地すべり発生のメカニズム地すべり発生のメカニズム

地すべり発生！

水の圧力によって、土塊が押
し上げられ摩擦が減って滑り
やすくなり、徐々に地面が動
き出します。

大雨などによって地下水位が上昇すると・・・・。

滑りやすい地層(粘土層)を境に、地
面がゆ っくり動き出すのが、地すべ

り現象です。

地すべりが起こると家屋や田畑、鉄道や道
路などに大きな被害が出ます。

地下水上昇



地すべり対策工地すべり対策工

アンカー工

杭工

横ボーリング工

抑制工
地すべりの原因となる地下水
を取り除くことで、地すべりの
動きを抑える工法。

抑止工
動こうとする地面を押さえるた
めに杭やアンカーを打つなど
して、地すべりを力で止める
工法。

表面排水路工

集水井工
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